
新入会員の歓迎会
2017年度初の運営委員会が4月26日10時から、た

んぽぽの家ワークステーツで15人が参加して開か

れ、新年度の役員人事と2016年度の会計報告など

の案件を協議しました。会議後、会場を花梨に移

して新人歓迎昼食会が開かれ、安部文雄・島村千

恵子・北山寬計の3新会員が参加。「地域ボランティ

アに貢献したい」などと抱負を述べました。新年

度のグループわ会員は1402人。北区会は411人で、

うち21期の新入会は33人でした。

道満区会長を再選
4月の運営委で17年度の主な役員も選出、承認さ

れました。区会長・道満俊徳（筑紫丘・583-3228F）、

副会長・片岡隆夫（星和台・591-5578F）、伊谷正

弘（ひよどり台・743-0172）。会計・佐伯義昭。

会計監査・長谷川洸士。ブロック長・A佐伯義昭

（星和台・593-5092F）、B長谷川洸士（鈴蘭台東

町・５９１－３３６８F）、C芦田義和（筑紫丘・5

83-1196F）、D庄田洋一（鹿の子台南町・950-2722）。

広報・南形徹（594-2011F）、木田育義（981-1072）

＝行事や情報をお知らせください。

北区会の第2回歴史ハイクは好天の4月30日、

〈義経の逆落とし〉と伝えられる鵯越を歩く約1

0キロのコースで行われ、27人が参加しました。

9時30分、神鉄藍那駅に集合。リーダーの木田

育義さんからコースの説明を聞いて出発。あい

な里山公園の東縁に沿ってだらだら坂を上り星

和台へ。ひよどり墓地を抜けて高尾山頂ですば

らしい眺望を楽しみながら昼食タイム。奇岩・

蛙岩を経て、鵯越大仏前でひと息入れ記念撮影。

緑が萌える山道をたどってひよどり展望公園に

到着。淡路島を遠望する絶景にしばし時を忘れ

る。ここから最後の難所、鵯越の逆落としの現

場へ。義経の騎馬武者が駆け下って、眼下の平

家を一蹴したという往時を偲んで、100メートル

位はある急峻な崖を暫し眺める。ひと休みして1

5時過ぎにはゴールの滝山バス停に。坂道の多い

健脚コースでしたがトラブルなく解散しました。

参加者の感想は「逆落としは知っていたが現

場は初めて」「きついが楽しいコースだった」

と好評でした。ただ、人数が多かったこともあ

り、山道では先頭グループと最後尾ではかなり

離れてしまい、誘導方法に課題が残ったようで

す。（取材・南形徹 写真・山口俊雄）

歴史探訪 予想外の参加者
参加者のアンケートを分析した木田さんは、

「今回は予想外の参加があり、鵯越道をすでに

訪れたことのある人にも満足の評価をもらった。

健脚コースだったが、距離はちょうどいいとの

感想だった。今後の探訪先は〈歴史コース〉の

希望が多かった。北区は自然が豊かで伝説や史

跡、文化財が数多く残っている。ウォーキング

を通して、健康づくりと会員相互の親睦が深ま

ることを願ってプラン作りをしたい」と話して

いました。
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「義経の鵯越逆落とし」を歩く

きついけど面白かった

秋のバス旅行 和歌山へ
北区会秋のバスツアーは11月に和歌山城と紀州

東照宮を訪ねます。会員以外の参加も歓迎。

▽日時 11月1日（水） 雨天決行

▽参加費 6000円 バス・食事代・拝観料含む

▽集合 しあわせの村第3駐車場 7:50

または 神鉄谷上駅前 8:10

▽主な行程 箕谷IC－尼崎の森中央緑地ー阪高

湾岸線・阪和道ー海南IC－黒潮市場（昼食）－

史跡和歌山城見学ー紀州東照宮見学ー和歌山IC

－西宮ICーしあわせの村ー谷上駅帰着

▽締め切り 10月18日(水）

▽申し込み先 各ブロック委員まで
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